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On 　 the　 Volcanostratigraphy　 of 　 the　 Lower 　 Neogene 　 Tertiary

　　　　　　　　in　Hokuriku　District，　 Central　Japan

Shizuka 　 MIURA

Abstract　The　writer 　has 　mainly 　investigated　the 　volcanostratigaphy 　of 　the　ear 艮y　『 （iocene

strata 　 in　 Hokuriku 　 distrct，

　 The 　Ito−o　formation　 consisting 　 of 　 various 　 volcanics 　in　Fukui　 Prefecture　 can 　 be　 subdivided

into　 six 　 members （given　 in　 Table　1，1974＞and 　 also 　 tentatively 孟nto 　 four　 stratigraphicunits

（shown 　in　Table　2）．　 Moreever，　 uncon 正ormable 　relationship 　of　the　Ito−o　formation　to　 underling

Nishitani　 Rhyolite　 has　 been　 observed 　 in　 many 　 places．

　 The　results 　will 　 be　more 　effective 　to　settle 　the　volcanostratigraphic 　 division　 of 　 the

early 　Miocene　in　 order 　to 　c］arify 　the 　generative　process 　of 　 the　 Hokuriku 　sedimentary

basin．　Finally，　 the 　writer 　 presume 　 the　 stratigraphic 　and 　correlative 　relationships 　of　 the

Ito−o　formation，　 Nishitani　Rhyohte　 and 　their　equivalents 　in　 Hokuriku　Province（in　Tables　3
and 　 4）．

ま　 え　 が 　 き

　北陸地方 の 日本海沿岸地域は，主 に グ リ
ーン タ フ 地向

斜 の 西 南縁 部 に位 置 して お り，特 に 新 第 三 紀 初期 に お い

て 火山 活動 が激 しか っ た ．従 っ て ，こ の 地 域 に っ い て の

火 山層 序学 的 ，岩 石 学 的 及 び古地 磁 気学 的 研 究 に 多 くの

成 果 が 期 待 さ れ る が ，従来 ま で の 研 究 成 果 が 意 外 に少 な

い の が現 状 とい え る．

　 そ こ で．隆起 ・陥没 に 引続 い て 起 っ た 初期 火 由活 動 の

経緯 と背景 を明 らか にす るた め，その 手 掛 りを求め て，

概 括的 で は あ る が，野 外調 査 を主 とす る 研 究 を進 め て き
　　　　　　　　　　　／・／　　tt
た ．ま ず福井県北西部の 丹 生 山 地 （第 1図 ）を選 び，ド

部 中新統 に つ い て 標準 的 な火 山 層序 （試 案 ） を設 定 し，

さ ら に 北陸積成区内の 他の 地域 に つ い て も，その 観点 に

立 っ て 順 次検 討 を進 め て い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いと　 ＃

　 こ の 小 論 で は ，主 と して 福 井 県丹 生 山 地 の 糸生 累層

（下 部 中新統） を中心 に 概要を述べ る．

北陸地 方の 下 部中新統 の概要

　富山 積成盆地の 新第三 系 は，北陸層群 と して
一

括 さ れ，

南 域 の そ れ が 標 準 轡 序 と して，下 位 か ら順 に ，楡 原 ・岩

　　第 1 図 　北 陸積成 区の 位 置図 ．

No ：能 登 半 島 北 部 ．　 To ：富 山 県南 部，
Ni ：福井県丹 生 lLr地．　 Ok ：奥 丹 後 半 島．

＊　福井大学教育学部地学教室 、

稲 ・八 尾 （黒 瀬谷 及 び 東別 所 ） ・音川 ・氷 見の 各累 層 に

区 分 され る．と くに
．
ド部 中 新統 と して は，楡 凍 ・岩 稲 の

両累層 があ げられ る．

　 北 陸 層 群 の 最 下部 を 占め る楡 原 累 層 は，積 成 盆 地 発 生

初頭の 地層で ，非火 山性 で あ る が，それ に 引続 く岩稲累
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層 は 火山 性の 厚層 か ら構 成 さ れ る．更 に ，こ の 岩 稲累層

の 【：位 に は，海成 の 巾部 中新統 で，その 中
・

ド部 が岩 相

変化 に 富 む 八 尾累層 が重 な る．

　北陸積成 区 につ い て概観す る と，下位 に くる楡原 累層

お よ び そ の 相当層 は，富 山県 南 域で は，か な り連続的 に

分 布 して い る が，能登半島，石川県東南部 お よ び奥丹 後

半 島 で は 断 片的 に 分 布 して い るに 過 ぎない ．ま た，上位

の 岩稲累層 お よ び そ の 相当層 は ，富 山 県東 部 か ら石 川 県

東南部，能登半 島 北 西 部 お よ び福井県北部か ら奥丹 後半

島主 部 に か け て ， 広 く分布 す る．さ ら に，そ の ヒ位 に く

る 中新世中期 の 海棲貝化 石群 を産す る八 尾累層 お よび そ

の 相 当 層 は，前 記 の 各 地 域で 「位 層 を不 整 合に被 う場 合

も認 め られ る．

　 こ と に ，福 井 県 北 部 の 場 合，下部中新 統 に 属す る糸生

累 層 の 分布 は，新第三 系の 中で も非 常 に 広 い 面積 を 占め

て い る と い え る．概 して 本累 層 は 塩基性 か ら酸 性 に い た

る火山 活動 の 1 輪廻 を示 し，各種 の 火 凵」岩 誇 よ び火 砕 岩

か ら構 成 さ れ，数 百 米 以 上 に 及 ぶ 厚層 で あ る．しか も，

そ の 岩 相
・構造 は 共 に 複 雑で ，変 化 に とんで い る．ま た，

本累層 は酉谷流 紋 岩 類 を多 くの 場所 で，そ の ド位 に 広 く

伴 っ て お り，他 地 域 で認 め られ て い る 非 火 山性 の 地 層，

す なわ ち楡 原相当層 は 何処 に も知 られ て い ない ．糸生累

層の 分 布 は第 2 図 に 示 さ れ る．

福井県丹生 山地 の糸生 累層

　福井県の 新第三 系 は北陸積成 区の 周 縁 部 （福井 ・加 南

区）に 位 置 し，その 形成 は 略中新世 後期 まで に 終 り，そ

、

　≧
匂

qY 　h

1き昌1，，、

1   2 鬮 3 囲 4 圏 5 嬲

第 2 図　福井県北西部 の 新第三 系 の 分 布略 図 ．

1 ：国 見 累 層 等，2 二糸 生 累層 ，3 ：花崗岩 類，
4 ：面 谷 流 紋 岩 類，5 ：古生 層 等．

静

れ 以 降 は 殆 ん ど 陸 域化 して い る．

　 こ の 新 第 三系 が 模式的 に発達す る の は丹 生 山地で あ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カも

ドごニ
本 山 地 南部 は 後 期 自亜 紀 の 面谷 流紋 岩 類 （濃飛 流紋岩類

相 当）お よ び そ れ に貫 入 した 花崗岩 類 を主 とす る基 盤 岩

類 か ら，その 中部 は中新 世 前 期 の 糸生累層 か ら，さ らに

北 部 は中新世中期 の 国 見 累層 な ど か ら構 成 され る．

　一
般 に，中新 統 の 構 造 は各 累層 が 北西方向 に 緩傾斜す

る単 斜 構造 と見 倣 さ れ る が，日 本海 岸 よ り で は 著 し く海

側へ 急傾斜 （撓曲 ）す る傾 向 が 認め られ る．また 中新統

は基 盤 を取 り囲 む 様 に 分 布 し て い る が，丹 生 山 地 内 部 で

は 北東
一

南西方 向 に近 い ，多 くの 断 層 が 推 定 さ れ
， 詳細

に は糸生累層 も複雑 な構造を呈す る．

　 さ き に，三浦
・
東 （1974）は丹 生 山地 中部 に 分布 す る

糸 生 累層 を，第 1 表 に 示 す如 く，火山 層序学的 に 6 部層

（1〜i’1） に 区分 し た．す なわ ち下位 か ら順 に，笹 川 ・
tt　　F，　　t）　　　　　　　　　　　　　　　　bt ・t　　　　　　　　　　　Stl／　ヤー
こ尾 野 ・横 山 ・布 ケ 滝 ・大 矢 お よ び梅 浦 の 各火 山 岩 層 で

第 1 表 　糸生累層 の 岩 相的 層 序区分 （1974） フ ィ ショ

　　　　 ン ・トラ ッ ク 法 に よ る 年代 （広 岡 他 ，1972）．
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第 2 表　糸 生 累 層 の 概 括的 区分単位 と従 来 の 区分

　 　 　 　 との 比 較 ．

（1978 ）

K　U　NIM 　I　　F ．

4 U　M　EU 　RA 　 M ．

C 6　 Y　 A　　 M ．

3bI 　 T　O −O　　　M ．

aNUNOGATAKIM ．

　．

L

o
鬮

o

ト

ー

2bYOKOYAMA
　 M ．

aKOSHIK 田 AM 　 M ．

bM 　IQNQ 　　 M ．

1aSASAKAWA
　 M ．

0 N　I　S　H　［　丁 A　NI　Rh ．

C1974）

V！

V

IV

m

II

墅

あ る．

　 そ の 後 ，こ れ らに つ い て も再検討を進 め て い る が，他

地域 の 知見が 得られ る に 従 っ て ，糸生累層を広域的 に み

た場 合 に 4 つ の 火 山岩 層 （単 元 ）に 大別 す る こ と が適切

で あ る と判断 し，第 2 表の 如 く訂正 し た．そ こ で ，再構

成 し た 各火 山 岩 層 （1 〜4 ） に つ い て，夫 々 の 特徴 を要

記 す る．

　 1 ，笹 川 火 山岩 層

　本岩 層 は，主 と して 暗 緑色 を呈 す る 玄武 岩質安山岩
〜

輝石安IJI岩 の ，熔岩 お よび 塊状 の 凝灰角礫 岩 か ら構成 さ

れ，
．
般 に 多 少 共 変 質 して い る．こ れ らの 安 山岩 類 は，

比 較 的緻 密 で 斑 晶 が 乏 し い 玄武岩質の もの （笹川型〉 と，

細 粒 で 斜 長石 の 斑 品 が 多 い もの （広 野 型 ） とに 区 別 で き

る．広 野 型は笹 川 型中 に岩脈 と して 貫入 する と見 られ る

が，両者の 層位的関係 に つ い て は さ ら に吟味を要す る．

笹川 火 山岩 層 の 基底 部付近 に は周辺 の 基 盤 か ら由 米 した

巨礫 も混 えた，扇状地
〜崖 錐性の ，淘汰不良 の 凝灰 質礫

岩 相 が し ば し ば認 め られ る．

　 最 上部 には，
一

般 に 暗緑色 で ，風 化 に よ り雑色 を呈 す

る熔岩 お よ び 火 砕 岩 が 重 な る．本熔岩 と 同質 の 安山岩 が，

そ れ よ り 下位 の 火 山 岩 中 に小 岩 脈 と し て 多 く認 め ら れ る．

こ の 熔鷽 は 長径 O．5〜lcm程 度 の 斜 長石 斑 晶 を有す る の が

特徴 で あ る （三尾 野 型 ）．

　 2．横山火山岩層

　本岩 層 は ，何枚 もの 安 山岩 質熔岩 お よ び火 砕 岩 の く り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニtlt ’／
返 しか らな る厚層 で ，最 も広 く分布 す る．下部 （甑谷 型）

は 主 に 角 閃石安 山 岩 質熔岩 お よ び 火砕 岩 か ら構 成 さ れ る．

こ れ に 対 して上 部 （横 山 型〉は，紫蘇 輝石
・普 通輝石 安

山岩 質で ，
一
般 に 普 通 輝 石 の 斑 晶 が 多 く含 ま れ るの が 特

徴で あ る．し ば しば本岩 層 の 基底 部 に は火川 生円礫岩 お

よ び水 成 の 火砕岩 が発 達 し，笹川火 山岩層 お よ び基盤岩

類 に 由来す る礫 が 含 ま れ る．下 位 の 笹川 火 lir岩 層 が起状

に 富 む場合，本部層 は そ れ に対 して abut す る．

　 3 ．布ケ滝 火 山岩層

　本岩 層 は広 域 的 に 見 た場 合， i： ・
中

・
下部 に 岩相区分

す る こ と が 出来 る が ，相 互 に漸 移 す る こ と が 多 い ．下 部

は 塊 状 の 火 山礫 凝 灰 岩 一凝 灰 角 礫岩 か ら構成 され，その

主 体 は石 英安 山岩質熔結火砕岩 （火砕流堆積物）の 厚層

で，下 位 の 各火 山岩 層 お よ び基 盤 岩 類 を広 く被 覆 す る．

中部は凝 灰 質砂 岩 ・泥 岩 また は 粗粒
・
細粒凝 灰 岩の 互 層

を主 と す る ｝ 層 理 の よ く発 達 した 地 層 （糸 生湖 成 層 〉で

あ る．朝 日町 ．E糸生 か ら淡水性 コ イ亜科 の 魚類化石 （友
　 lSt，
田他，1977）を，清 水 町 出村 か らヤ ン マ 科 昆 虫化 石 お よ

び阿仁合型 に 近縁な植物化石 を産す る，さ らに，上部 に

は大半が 水中自破砕状 を呈 す る ガ ラ ス 質 安山岩 （大 矢型）

が 重 な る．本安 山岩 が 側方で 同質火砕岩 に 移化 した 部分

は，ド位 の 糸生湖成層 と互層 しつ つ 漸移す る．本岩 層 は

下 位 の 各岩 層 に 対 して abut す る場 合 が 多 く，見掛 上 その

基底部 に は ，三尾野型など各種安山岩 の 亜角礫 を含 む．

　 4 ，梅浦火山岩層

　本岩層 は，か な り変質 した普通輝石安山岩 の 熔岩 お よ

び 同質火砕岩 か ら構成 さ れ ，その 中 に 挾 まれる 熔岩 に は

板状節理 が発達 した 部分 も認 め られ る．上位 に 重 な る礫

岩相 の 発達 した 国見 累層 とは 不 整 合的 関係 を示 す．しか

し，下位 の 糸 生 湖 成層 と も斜交 して い る こ とか ら， 本岩

層 は 国 見累層 の 最下部 に属す る 可能性 も考 え られ る，そ

の 分 布 も越 前 町沿 岸 の
一

部 に 認 め られ る に過 ぎず，こ こ

で は
．一応 糸生累層 の 最上 部を占め る岩層 と し，将来 の 検

討 に まちた い ．

　 5，糸 生累層 の ま と め

　 す で に ，藤 田 （1973＞に よ っ て ，グ リ
ー

ン タ フ 地 向 斜の

発 生 期 に ，隆 起 → 断 裂 → 陥没 → 火 山活 動 とい う模 式 が提

言 され，多 くの 地域 で 実例 が あ げられ て い る．概観的 に

福井県 の 場 合，糸生 累層 と そ の 基 盤 岩 類 との 分 布 の 境 界

部 は，比 較 的 不 規 則 な 多角形 に 近 い 形 状を示 す こ と が 多

い ．そ れ が陥没盆 地 の 周縁部 を意味 す る もの の 姉 く，そ

れ 以 外の 場 合 は 本 累層 （下部 中新統 ）が 盆 地 の 外 側 へ 拡

が っ て 分 布 し，基盤 岩類を直接被覆 す る．

　前 述 し た 各火 1［1岩 層 の 分布 ・構造 を見 る と，丹 生 山地
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　　　　　　　第 3 図　福井県丹 生 1．11地 中部 に お け る糸 生 累 層 の 地 質 図 （1974）．

OmRh ：面谷 流 紋 岩 類，　 Gr ：花 崗 岩 類，　 Ni　Rh ：西 谷 流 紋 岩 類 ．
1 ：笹川 火 山 岩 層 （a ：笹川

〜広 野 型 ，b ：二 尾 野 型），2 ：横 ［U火 山岩 層，3 ：布 ケ滝火 山岩 層

（a ：布 ケ 滝型，b ：糸生 湖成層，　 c ：大矢型），4 ：梅浦火 山岩層．
　 　 t・tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 s／　 だ

GN （茱1「「奇），　 UM （梅浦），　 OT （織 田），　 IT （糸生），　 OM （大森），　 SA （鯖江），　 NI 〔西田中）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニLt
SA （笹 川 ），　 HI （広 野 ），　 MI （三尾 野 ），　 KO （甑 谷 ），　 YO （横 山），　 OY （大 矢），

中 部 の 地 質 図 （第 3 図 ）で も判 る よ うに ，糸生 累層 の 最

下部を構成 す る笹川 火 山岩 層 は か な り直線 的 な盆 地 周 縁

部 に 沿 っ て ，断続的 に 分布 す る傾向 がや や認 め られ る．

こ の こ と は当初 の 陥没 時 の 断裂部位 （推定 〉に，火 山活

動 の 噴出源 が関係 して い る様 に 思 わ れ る．笹川火山岩層

が発達 す る場 所 に は
，

新 期 花崗岩 体 よ りも，む しろ面谷

流紋岩類，古期 花 崗岩 類 お よ び 古生層 か ら構成 され た基

盤 が存 在 す る．本 岩 層 の 最 上 部 （三尾 野 型）は よ り盆地

内側 に 分 布 す る．

　次 に ，糸 生 累 層 の 主要部 分 を 占め る横 山 火 山岩 層 は，

笹 川 火 山岩 層 が 盆地 周縁 部 に 発 達 して い るの に 対 し て ，

む しろ 全域 に わ た っ て 発 達 す る．そ れ に 含 ま れ る 熔岩の

発達程度 ・
構造 な ど か ら推定す る と，恐 ら く 7 〜5kn に

近い 規模 の ，成 層火山 体 を形 成 した もの と予想 さ れ，笹

川 火 山岩 層 お よび基盤岩類を被 っ た 中心 噴 火 で あ ろ う．

　 さ らに ，熔結 火砕 岩 で 特 徴 づ け られ る布 ケ 滝 火 山岩 層

は，横 山 火山岩層の 主 た る 分布域 を取 りま い て 分布 し
，

古地 形 的 に よ り低 い 部 分 を埋 積 し た陸上 火 山活 動の 産 物

と見 られ ， そ れ 以
．
ドの 各岩層 お よ び基盤 岩 類 を被 覆す る．

ほ ぼ 中部 に 挾 まれ る糸生湖成層 の 存在 は，そ の 分 布 ・岩

相 ・産出化石 か ら見 て ，一時 滞 水 した 淡 水 的環 境下 に あ

っ た こ とを示 す．な お，上部 の ガ ラ ス 質安 山岩 は，若干

の 火 道 か ら噴出 し て ，湖 沼 に も流 入 し，その 大部分 は 水

中 自破 砕 状 を呈 す る．本岩層 の
一

部は福井平 野 東縁 部 の

丘 陵地 に も分 布 が 認 め られ る．こ れ は 東部山 地の 糸 生 累

層 が平 野 部 に 近 づ くと，平野 側 に燒 曲 す る た め ， その 上

部 岩 層 が分布 す る こ と に よ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　以 上述 べ た 各火山岩 層 （1 〜4 ）は，相 彑 に 明瞭 な不
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第 4 図　敦賀湾北 部沿岸地 区 に お け る糸生 累層の 地 質図 ．

Pn ：古生 層 ，　 OmRh ：面谷流紋岩類，　 NiRh ：西谷流紋岩 類．

1 ：笹 川 火 山岩 層 （a ：笹 川 型，b ：三 尾 野 型）．
2 ：横 由 火山岩 層 （a ：甑 谷 型，b ：横 山型〉．
3 ：布 ケ 滝火 山岩層．

　 　 たか　　　　　　　　　　　　tth　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ab　t’

TA （高佐）， KM （米 ノ 浦），　TS 〔土 山 ），　NU （糠），　NA　　　　　　 ゆれし　tt
（中山 〉，KA （甲楽 城），

　KO （河野 ）．

整合関 係 を示 し，夫 々 基 底部 に は水 成 の 堆積相 を伴 うこ

と が 多い ．し か し
一

般 に は
， 糸生 累 層 は ほ ぼ 陸 上 で 形成

され た もの と考 え られ る．

西 谷流 紋岩類の 時代に 関 して

　西 谷 流 紋 岩 類 は，福 井県下で は 糸生累 層 の 下位 に 広 く

分 布 し て お り
， 模式地 は 東部 の 大 野 市 （旧 西谷 村〉巣 原

付近 で あ る．一般 に，本流紋岩 類 は紫褐
〜

赤褐色 を呈 し，

主 に 石 英 と微 斜長 石 の 斑 晶 を含 み
， 石 基 は微 晶質 の 熔 岩

お よ び明 瞭 な熔結構造 の 発 達 した火砕岩 か ら構 成 され る．

糸生 累層 は 本流紋岩 類 に 不 整合 に 重 な り，その 基底部に

は本岩 類 の 亜 円 礫 を多数 含 む凝 灰 質礫 岩 が局部 的 に認 め

ら れ る．他方，西谷流紋 岩 類の 基底 面 （侵蝕 面）は ，概

して 起 状 が 少 な く
，

か な り平 坦 性 を示 す こ と か ら， 面谷

流 紋 岩 類 （臼亜 紀 後期 ）の 噴 出後，西 谷 流紋岩 類 の 活動

開 始前 ま で に
，

か な り長 期 閤 に わ た っ て 陸化 削剥を受 け
，

準平 原 化 されて い た もの と考 える．

　 ま た本流 紋岩 類 と類似す る もの は，石 川 県東南部 ・能

登 半島基部 な どか ら も既 に知 られて い る．こ と に ， 富 山

県西南部，太美 山層群 の 上位 に み ら れ る 月長 石

流 紋 岩 は，岩 質 的 に 西谷 流 紋 岩 類 に 極め て 類似

して お り，層序
・
構造共 に 両者 は対比 し うる可

能性 の 大 きい もの で あ る．最近 ，山 崎 ・宮 島

（1970） は，同 地域 の 楡 原累層 が太 美山層群 の

．【：位 に 不 整 合 に 重 な り，と くに 小 矢 部．E流 の 刀

利付近で ，月長石流紋岩 は北陸層群 の 最 下 部 に

属す る もの と考 え て い る．そ こ で は，月 長 石 流

紋 岩 が楡 原 累 層 の 上 部 を 占め，流紋岩質熔結火

砕岩 が ブ ロ ッ ク 状の 産状を呈す る．こ れ らの こ

と か ら，北 陸 地 方 で は 岩 稲 期 の 安 山 岩 を主 とす

る 激 し い 火山 活動 に 先 だ っ て，楡原期 に ア ル カ

リ長 石 を特 徴 とす る流 紋 岩 の 火 山 活動 が行 われ

た こ と を示 す．し か し， 楡原期 に 福 井県下 で は

非 火 山 性の 地 層 が，奥丹 後半 島 で は流 紋 岩 の 火

山 活動 が 全く認 め られ な い ．

　 さ らに，富 山 県 西 南 部 で 月長 石 流 紋岩 に含 ま

れ る 月長 石 の K −Ar 年代 測 定 結 果 は 24，25m ．y．

（植 田 ・青 木，1970）で ，秋 田県西 男 鹿 層群 の

最 上 部 に く る真 山流 紋 岩 の フ ィ シ ョ ン ・トラ ッ

ク 法 に よ る年代 は26m ．y．（西 田 ・石 田 ，
1972）

で あ り，両者 は 年代的 に 近似 し た値 を示 す．い

ま，糸生累層 が 少 くと も16〜19m ．y．前後の 年代

で あ り，月長 石 流 紋 岩 が 西谷 流 紋 岩 類 と同時代

の 火 山 活動を示 す と 考 え た 場 合 に は
， 糸 生 累 層

と西谷 流 紋 岩 類 と の 問 の 不整 合 は や や時問的問隙を持っ

と 予想 し うる．

　従来，富 山 県下 の 楡原累層 は積成 盆地 形成初期 の 非火

山 性堆積相で あ り，上位 に重 な る岩 稲 累層 とは 明瞭 な岩

相 遷移面 を もっ て 整 合関係 に あ る もの と され て い る が，

こ の 点 に つ い て も再吟味 す る 必要 が あ る．前 述 し た こ と

か ら，北 陸 積成 区の 中で も，福 井県の 場合 に は，西谷流

紋岩 が楡原累層相当層で あ り，その 非火山性相 は分布 し

な い こ と に な る．

　 こ こ で 関連的 に，北陸地方に 分布 す る糸生累層 お よび

その 相当 層 （岩 稲期 ）の 基 底部 付 近 に 認 め られ る各 種 礫

岩相 に 注 目す る と，次 の 4 つ の タ イ プ を挙げる こ と が で

き る．　 （1）玄 武 岩
〜

安 山岩 質 の 同質
〜

類 質 の 礫 の み か ら

構 成 さ れ る も の
，　 （2）前項 の 礫 の 外 に ，特 に 西谷 流紋岩

類の 礫を多数含 む も の，　 （3）む し ろ 糸生累層 よ りも下位

で ， 非 火 山性 の チ ャ
ートの 礫 を主 とす るもの ，及 び （4 ）チ

ャ
ート等の 礫 岩 に伴 っ て 若干 火 砕岩 を伴 うもの で ，こ の

種の 礫岩の 存在 は，従来 か らの 層序区分 単 位 と は矛 盾 し

な い もの で あ る．
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下部中新統の 対比 につ い て

　 グ リ
ーン ・タ フ 地域で あ る北陸積成 区の 前期 中新 世 に

属 す る地 層 と して は，富 山県南部 の 岩 稲 ・楡 原，その 北

西部 の 瓜生 ・太 出，能登半島北部 の 柳 田 ・穴 水
・
増穂，

福井 県の 糸生 ・「西谷流紋岩 類」 お よ び奥丹後半島の 八鹿

・高柳 の 各 累 層 な ど が 挙 げ られ る．こ れ らの 中で ，火 山

性 の 各累層 （岩稲期 ）は安凵」岩を主 と し た，激 しい 火山

活 動 を示 す 厚 い 地 層 で あ り，従 来 まで は
一

括 して対 比 さ

れ ， その 火山層序 がifitttさ れ た例も乏 しい ．

　福 井県丹 生 山 地 に 分 布 す る糸 生 累層 は，北陸 地 方 を概

観 した 場 合 に ， 北陸 層準 と され た 富 山県南部 の 岩稲累層

よ り も，よ り標準的 層 序 を示 す もの と考 え られ る．そ こ

で ， 三 浦 ・東 （1974）は糸生累 層を 6 つ の
“
部層

”
に 岩

相区分 し た，そ の 後 ，他 地 域 の 調 査 検 討 を続 け る中 で ，

よ り広 域 的 に 区 分 ・対 比 を進 め る た め に は
，

こ れ ら6 つ

の 部層 を再編 し て，4 つ の 単元を設定す る こ と が現段階

で は 適 切 で あ る と判 断 し，既 述 の 如 く再定義 し た．

　 さ き に，広 岡 他 （1972）は，糸生 累層 の 各 火 山岩 層ほ

〜1｛） に っ い て，そ の 古地 磁 気 的 測 定 の 結 果 を示 して い

る．そ れ に よ る と，最下 部 の 笹川 火 山岩 層（1 ）の
．
ド部 と，

最 上部の 梅浦火 山岩層（珂）中部 の 熔岩 が，明 らか に 夫 々

逆帯磁 す る こ とが判 明 して お り，少 く と も糸生 累 層及 び

相当層毎の 対応 に は，こ れ が か なり有効 で あろ うと思 わ

　第 3 表
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糸 生累 層 の 火山 層序 的 区分 の 綜 括 （試 案 ）．
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れ る．ま た
，

こ れ と平行 して 行 われ た，ジ ル コ ン に よ る

フ ィ シ ョ ン ・
トラ ッ ク 法 に よ る年 代測 定 結 果 で は，布 ケ 滝

火 山 岩 層 （W ）の 下 部 お よ び笹 川 火 山 岩 層 （1 ）中部 の 年代

が，夫 々 16，18．6m．y，で あ る．こ れ らの 結 果 を参 考 に す

る と，糸 生 累 層 の 上 ・下 限 の 年代 は
，

概 ね 夫 々 15．5，19

− 20m．y．前後 で あ る と予 想 で き よ う，

　つ ぎに，富 凵」県南部の 八 尾町付 近 で は，岩 稲累層 は 横

山 火山 岩層 に ほ ぼ相 当 す る と 見 ら れ，その 上 位 に重 な る

八 尾 （黒 瀬谷 ）累層 は，そ れ に 対 して 起 状の あ る 不整 合面

を も っ て abut す る．従 来 岩 稲 累 層 の 最一k部 に 海 成 の 部 分

を挾む とさ れ た地 層 は，上位 の 八 尾累層 に 属す る も の で

あ る．一一一
般 に 岩稲累層 は 海成 の 部分 を含 まず，そ の 主 体

は 陸 域 に 堆積 した こ と に な る，こ の 岩稲累層 の 最 E部に

あ る 普二通 輝石 安 山岩 は ，い ず れ も16m．y，に 近 い 年代 （柴

田，1973）を示 して お り，布 ケ滝火 山岩層 の 下部 が年代的

に 16m ．y．を示 す こ と と余 り大差 は ない ．また ，富 山県 西

南部 の 岩稲 累層下部 に 玄武 岩
〜

玄武 岩質安 山岩 が分 布 す

る 傾向 が あ る の で ，こ の 地 域 に も その 下部に 笹川 火 山 岩

層 に相 当 す る部分 が存 在 す る と予 想 され る．な お ， 石 川

県東部 県境付近 か ら富 山 県中部の 山 田 川 上 流域 に か け て

分 布 す る医 モ 山累 層 に つ い て は ， 布 ケ滝 火 山岩 層 との 関

連 に お い て ，層序的 に 十分 検討す る 余地 が あ る と考え る．

　石 川 県能 登 半島 主 部 に広 犬 な分 布を示 す 穴 水 累 層 は，
一

見その 分布 ・構造 が福井県東部 （越前中央山地）の 糸

生 累層 に 類 似 して カ り，将 来 の 火 山層序 区分 が期 待 され

る．しか し，ff察 的 に は笹川 火山岩 層 お よ び横山火 ［Li岩

層 に 相 当 す る 部 分 が分布 して い る よ うで あ る．なお ，能

登半 島北東部 に 分布 す る柳 田 累層 は，．El位層 （中新世中

期 ） と整 合関係 を示 し，石 英安 山岩 質溶 結 凝 灰 結 岩 で 特

徴 づ け られ る．その 分布 ・層位 ・岩 相 か ら見て ，布 ケ 滝

火 山岩 層 に ほ ぼ 対 比 で き る も の と 考 え る． さ らに，その

ll位 に 重 な る玄 武岩 類 は，梅浦火 山 岩 層 に対 応 す る 可 能

性 もあ り興味深 い ．

　奥丹 後半 島東部 に 分 布す る 八鹿累層 （弥栄火山 岩 層）

に っ い て は，既 に 池辺 他 （1965） に よっ て ，各種 安 山 岩

類 は ，A 型 ・AB 型 ・B 型 お よ び C 型 に 区分 さ れ て い る．

こ れ らの 各 型 は，層 序 的 に A 型 が 最 下部 を 占め，AB 型

お よ び B 型 が A 型 と 相互 しっ っ 中部層 準 に み られ ，C 型

は A 〜B 型 の 上 位 に 明瞭 な境 をもっ て 重 な る と して い る．

い ま，こ れ 等の 型を福井県丹 生 由地 の 標準区分 に 当て は

め て 考 え る と
，
A ・AB ・B 型 は 笹 川 火 山 岩 層 に

，
ま た C

型 は横 山 火 山 岩 層 に 対 応 し，岩 相 的 に酷 似 して い る．な

お，布 ケ 滝火 LU岩 層 に対 応 す る もの と して は，丹 生 山 地

と略 類 似 の 魚 化 石 ・植物化石 を産 出 す る 世屋 業 層 （東 ，
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1973）が あ る．世屋累層 は ， 下部 に 火砕岩 が一般 に乏 し

く，主 と して 砂 岩 ・泥 岩 の 互層 か ら構成 され て お り，岩

相 ・分 布 及 び 産 出化 石 か ら
，

こ の 地 域 で も丹生 山地 の 糸

生 湖成層 に 相応 す る地 質環境 が存在 し て い た と考 え られ

る．世 屋 累 層 の 上位 に は
， 不 整合関係で 豊 岡累層 （中新

世中期｝ が重 な っ て い る．

　以 上述 べ た如 く，ほ ぼ 中新 世前 期 を通 じて ，北陸地方

各地域 の 各火 山岩 類 （
“
部層

”
） は，岩質 ・岩 相 ・層 序 な

どの 点 で ，相互 に か な り類似 して い る と判 断 され る．概

観的 に 北陸積成 盆 地 内で は，か な り類似 した 火 山 活 動 が

進 行 して い る と 見倣 さ れ，グ リーン ・タ フ 陥没 盆地 発 生

後 も類 似 した 地 質環境 の 変遷 が あ っ た と も考 え られ る．
一

応 こ の 様 な観点 に 立 っ て ，各 地 域 毎 の 対応 を示 した の

が第 4 表 で あ る．

第 4 表 　北 陸 積成 区 に お け る新第三 系 下 部の 比 較 ．
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　福 井 県 丹 生 山 地 の 糸 生 累 層 に つ い て の 火 山 層序 区 分

（単元 ）が
， 北陸 地 方 の 相当層 に つ い て も，概括的 に は

適 用 し う る と い う兒通 し に 立 っ て ，予察 的 に そ の 試 案 を

提示 し た の に過 ぎ な い ．こ れ は陥没盆 地（北陸積成盆地）

の 発 生 期 に まつ わ る 火 山 活動 に っ い て ，そ の 晃通 し を得

た か っ た た め で あ る．下 部 中新 統 と基 盤 構 造 との 関連 も

重要 で あ り，今後 も詳細 に，よ り広 域的 に 多方面 か らの

接近，と くに 古地 磁 気的 層序 の 確 立 を試 み た い と思 う．

本研 究 に 関 して ，文部省科 学研 究 費 （総 合研 究）の 一部

を使 用 し た こ と を付 記 す る．
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